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Web制作はプロトタイピングとコーディングの大きく2つの工程がある。

Web制作の学習において，特に初学者にとってはコーディングが難しいと

感じるケースが多い。Web制作の初学者のために，画像認識技術を活用し，

Webデザインからコーディングのヒントを提示するサイトを開発する．

研究概要

◯ デザインからコードを出力する研究やツール

　知念 大貴, 大城 英裕, 行天啓二, 高見 利也，

　Webページデザイン画像からのHTMLの自動生成における注意機構の拡張，

　電気学会論文誌Ｃ，Vol.140, No.12, pp. 1393-1401 (2020)



　Figma to HTML | Figma Community，

　https://www.figma.com/community/plugin/851183094275736358/figma-to-html

◯ Teachable Machine


◯ 学習データ


◯ 出力するヒント


◯ 使用方法

　  機械学習を手軽に扱うことができるGoogle提供のサービス 
       https://teachablemachine.withgoogle.com/



　  ·  Webデザイン基礎演習で受講者が提出したWebサイトのデザイン

　  ·  講義で教員側から提示されたデザイン



　  1.    Webデザインのパーツの名称

　  2.   １のパーツを完成させるためのHTMLおよびCSSのコード

　  3.    2をブラウザで表示させたときの出力（画像）



先行研究・事例

コーディングのヒントの出力

授業で提示したサンプルに似たデザインは判別しやすいが，オリジナリティの高いデザイン

は判別しにくい．また，コンタクトフォーム，ニュース，SNSアイコンといった，特徴的な

デザインに関しては判別がしやすいが，メニュー，メインイビジュアル（メインイメージ），

タイトルのように様々なデザインが存在する場合は，学習サンプル数を増やしたとしても判別

しにくい．今後，これらの課題解決に取り組みつつ，授業での具体的な活用方法を検討する．

今後の課題

本研究の特徴
・Web デザインからコーディングのための を出力する

・デザインをパーツ別に切り分けでヒントを出力できる

ヒント

従来研究の課題
・ある特定パターンのデザインにしか対応ができていない

・意図した機能が出力できないことが多い

・Web制作の初学者は，出力されたコードを理解できない

科 目 名 内 容 配 置

Webデザイン基礎演習

HTMLコーディング演習

デザイン・プロトタイピング

コーディング

１年前期

１年後期

情報メディア学部のWeb制作に関する基礎授業

① デザインの画像ファイルをアップロードし，

　 コーディングのヒントが欲しいところをマウスで選択します。

② 「判別開始」ボタンをクリックすると，コーディングのヒント

　　が表示されます。

パ ー ツ の 名 称 パ ー ツ の 名 称デ ー タ 数 デ ー タ 数

横並び（Flex Box）

ヘッダー

説明文（文）

コンタクトフォーム

ボタン

コビーライト

メニュー

タイトル

メインイメージ（画像）

ニュース

SNSアイコン

マップ
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10

学習データの種類と数

・学習データとして12種類のパーツを用意している

・各データ数は基本20枚以上画像を用意し，判別の精度によって数を増減させている

使 用 技 術 使 用 目 的

開発環境

Teachable Machineとの連携

XAMPP

JavaScript 1),2)

使用技術

1)マウスで指定した範囲の画像を取得する[Canvasの矩形選択2]，

　https://www.petitmonte.com/javascript/canvas_select_range_get. html

2)HTML5のcanvas要素を画像に変換するtoDataURLメソッド，

　https://confrage.jp/html5のcanvas要素を画像に変換するtodataurlメソッド/


